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特 集 協 同 病 院 の 医療技術職と地域 ②

虹の投書箱だより 投書のご紹介

糖尿病イベント2019開催しました
2019年11月2日（土）イオンモール川口前川にて『糖尿病イベント2019～血糖ってなあに？～』を開

催しました。当日は、20代から80代と老若男女問わず、親子や家族連れで足を運んでくださり、来場者
115名と大盛況で終えることができました。
来場者の方にはまず血糖測定を行い、医師、看護師、管理栄養士、薬剤師、理学療法士、臨床検査技師、

歯科衛生士が健康相談を行いました。病院内だけでなく、私たち医療者が外に出て顔の見える関係をつく
り、糖尿病の予防や治療継続の重要性を広める機会となりました。

　「マイかるて」の利用登録を、患者本人しか受け付けないのはおかしいのではないですか？
病気で動けないから来ているというのに、配慮が足りないと思います。

　虹の箱へのご意見、ありがとうございました。
カルテの内容（医療記録）は厳格な管理が求められる個人情報であり、個人情報保護法にもとづいて対

応しています。判断能力のある方の場合、ご家族であってもご本人の意思を確認せずにお見せすることはできま
せん。そのため、カルテ開示の簡易的な方法であるマイかるては、患者ご自身でパスワードを管理できる方のみ
の利用としています。意思決定できる状態にない等の場合は、必要に応じて医師からの病状説明や、申請による
カルテ開示などで対応させていただきますのでご相談ください。 （野田 邦子　医療情報管理室　課長）
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前号に引き続き当院の魅力的な医療技術職をご覧ください
　前号（19号）に続いて今回も医療技術職（食養科、薬剤科、ME科、環境管理課）をご紹介
しました。このような多彩な仕事で病院の事業が成り立っていることを読者の皆さまに知っ
て頂けたかと思います。医療や介護の世界は、こうした多様な国家資格を持つ専門職の協
働で成り立つ特異な職場です。それぞれの専門性を磨くことを支援するとともに、その職
業上の規範に沿って行動する傾向が強い専門職が共通の目標を持てるような仕組みづくり
が大変重要です。個々の職員の仕事の総和に＋αの付加価値を生み出せるかどうかはそこ
にかかっています。そのために全ての職場が私たちの理念「人権をまもり、健康なくらし
に役立つ医療を地域とともにつくります」の下に目標を持つよう心がけています。奮闘す
る医療技術職をこれからも応援してください。

２年目職員フィールドワークで、
子ども食堂の取り組みを学習しま
した。助けを必要としている人々
をどうしたら救えるのか、一丸と
なって常に考えています。

鳩ヶ谷支部すこしお教室（食養科）



協同病院の どんな仕事？

 患者さんの食事づくりと栄養指導
　病院の入院患者さんの食事を担当する
のが食養科です。栄養科という名称が一
般的ですが、埼玉協同病院では、食を通
して身も心も養うという理念があり、食
養科と名付けています。いま管理栄養士
16名、栄養士1名、調理師13名の専門
職が働いています。入院患者さん一人ひ
とりの状態に合わせて朝昼夕の食事やお
やつを提供し、栄養指導を行うほか、外
来の患者さんへの食生活相談や食事療法
のサポートなども行います。
　食事は、外部の給食業者に委託せず、す
べて職員の手でつくります。栄養のある
ものを、なるべくおいしく食べてもらえ
るよう、配膳方法を工夫しているのも埼

玉協同病院の特長です。病院の食事です
から、患者さんの病状によって制限はあ
りますが、おいしく食べていただきたい
という気持ちをしっかりもっています。配
膳時間に合わせて加熱し、温菜は温かく、
冷菜は冷たい状態で届けられる「再加熱
カート」という配膳車を活用しています。

やりがいは？

 食べる喜びを味わってほしい
　病院では、一般食のほか病態に合わせ
た治療食、やわらかい分粥食、刻み食、
ミキサー食、乳幼児用など、さまざまな
種類の食事をつくります。飲み込みにく
い方のための、リハビリ用の訓練食もあ
ります。できるだけ口から食べていただ
きたいので、食べることが日々の楽しみ
になるよう、おいしくて栄養のあるもの

を提供するよう心がけています。
　食や栄養の知識を地域に伝えていくこ
とも使命の一つです。社会的な問題と
なっている高齢者の低栄養や、リハビリ
中の栄養不足といった課題にも力を入れ
て取り組んでいこうと考えています。

地域とのかかわり

 保健教室での栄養指導
　保健教室や班会で、食べものと健康、
栄養などをテーマに、組合員さんに向け
てお話をしています。管理栄養士の視点
から、バランスのいい食べ方や、塩分の
とり方など、食事のしかたや注意点を伝
えています。
　今後は、高齢者向け、子ども向けといっ
た世代別に、さらに充実した内容に変更
されます。

 調理実習の依頼を受ける
　地域の班会や支部から、料理教室や調
理実習の依頼を多く受けています。私た
ちのつくった健康レシピを紹介し、健康
づくりに役立てていただいています。診
療所で実施することもあります。
 子育てサークルでの学習会
　同じ月齢の赤ちゃんをもつお母さんに
集まっていただいて子育て教室を開き、
離乳食の話をしています。当院で出産し
たお母さんのほか、ホームページでも一
般募集しています。
　終了後は、参加したお母さんたちで
サークルをつくり、食事相談に乗ってい
ます。この子育てサークルをきっかけに
組合員になるお母さんもいます。

 保健所を通じた情報交換
　川口市保健所管内の病院や施設の担当
者が定期的に集まり、情報交換をしたり、
学習会を開いたりしています。現場で困っ
ていることを相談し合ったり、保健所から
食中毒についての情報を得たり、衛生管理
を学んだりするなど、地域で連携していく
ための貴重な場となっています。
 ボランティアさんとの連携
　院内で、離乳食の調理実習をしていま
す。つくったものを赤ちゃんと一緒に食
べてもらうのですが、お母さんに安心し
て実習してもらえるよう、ボランティアさ
んに１時間ほど子守りをお願いしていま
す。子育てのベテランの方々なので、と
ても安心。いつも感謝しています。

医療技術職
と

地域 ②

心身を養う「食」の 知識を伝える
調理実習や学習会を地 域で開催

埼玉協同病院の医療になくて
はならない、各部門のプロ
フェッショナルたち。高度な
専門性と熱い志で、地域でも
大きな役割を果たしていま
す。今回は後編です。

私たちの体は、食べものによってつくられます。
食や栄養を通じた地域の健康アドバイザーとし て、管理栄養士が活躍しています。

吉田 順子　管理栄養士　食養科　部責主任

食養科

　美味しくて塩分控えめな料理づくりを通して、「少しの塩分」
で「すこやかな生活」をめざす「すこしお生活」を広く普及する
ことを目的に開催しています。

すこしお教室
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どんな仕事？

 チーム医療を担う
　埼玉協同病院では、薬剤師24名と薬
剤助手４名が働いています。法人全体で
は計40～ 50名の薬剤師がおり、若手の
うち約10名は診療所で研修中。患者さ
んや組合員さんと身近に接し、地域の
方々に育てていただいています。
　薬剤師の主な仕事は調剤業務です。医
師の指示を受けて薬を用意するのです
が、薬剤師の視点で指示を見直し、この
疾患にこの薬を使っていいかどうか、
しっかり確認したうえで調剤します。
　薬剤師になるための制度が変わり、現
在は、６年制の薬学部を卒業することが
必須条件となっています。かつての４年

制から変更されたことで、医療における
薬剤師の役割も、より重要性が高まって
いるといえます。
　埼玉協同病院では、チーム医療が主流
になるずっと以前から、各病棟に薬剤師
が常駐し、チーム医療に加わってきまし
た。医師が薬剤師に求めているのは、疾
患の専門家ではなく、薬の専門家です。
そのため、特定の病棟に長くいるのでは
なく、数年ごとにローテーションして、
さまざまな科を経験します。幅広い知識
を身につけたうえで、がん治療や感染治
療、糖尿病治療などの認定薬剤師の資格
を取るなどして専門性を高めるのです。
　そうして得た知識や技術を地域に伝え
る学習活動にも力を入れています。

やりがいは？

 知識や経験を最大限に生かす
　専門の知識と経験を生かし、法人内や
医療チーム内に薬剤師がいるからこそで
きる医療を大切にしていきたいと思って
います。
　私は、「外来がん治療認定薬剤師」とい
う資格を取得しており、抗がん剤につい
ての患者さんへの説明からカルテの
チェック、抗がん剤の調合まで行い、そ
の薬を、自分自身の手で患者さんの元へ
届けます。また医師、看護師から相談を
受け、治療に参加しています。
　また、当院は、日本病院薬剤師会の「プ
レアボイド報告施設」でもあります。プ
レアボイドとは、薬剤師が薬を使った治

療に参加し、副作用や、治療効果不十分
といったリスクを回避もしくは軽減でき
た事例を報告・収集する活動です。
　手間がかかり、診療報酬上の点数はあ
りませんが、この活動は、薬剤師の姿勢
や意識の表れといえます。医薬品のより
安全な使用に貢献できるよう、みんなで
がんばっています。

地域とのかかわり

  がん化学療法など、院外の薬局への情
報伝達や学習会の開催
　飲み薬や、外来通院で治療できるがん
患者さんも増えています。院外処方箋を
出し、強い薬を院外の保険薬局で処方し
てもらう場合が多いので、連絡を密にし、
学習会を開くなどして、薬に関する情報
共有を強化しています。
　看護師からの相談を受け、患者さんが
薬を正しく飲んでいるかを確認したり、

処方した薬の内容を保険薬局に確認した
りすることもあります。
 吸入薬の地域連携学習会
　ぜんそくなどの治療に用いる吸入薬に
は、特殊なものを含めて、いろいろな種
類があります。正しい手技によって確実
に吸入できなければ、治療効果が期待で
きません。そこで、呼吸器チームに入っ
ている薬剤師が、年に数回、地域の看護
師や薬剤師、保険薬局を対象に、吸入の
手技の指導や、薬の説明をする会を開催
しています。そうした活動を通じて、地
域全体のレベルを上げていくことを目指
しています。
 保健委員研修会での講義
　今年度は組合員向け保健教室とは別
に、他団体の研修会で講義を行っていま
す。テーマは「生活習慣病と薬」「サプリ
メントの上手な使い方」など。県内各地
で実施しています。

　身近でありながらよくわからな
い薬やサプリメントについて正し
い知識をもってもらえるよう、薬
剤師の視点でわかりやすくお話し
しています。
 「DIニュース」の発行
　埼玉協同病院には、医薬品情報
を扱うDI（ドラッグ・インフォ

メーション）室という部署があります。院
内の薬の情報を管理するほか、近隣の保
険薬局と一緒に医薬品の勉強をする機会
を設けるなどの活動をしています。
　さらに、毎月、「DIニュース」という通
信を作成し、地域のクリニックや保険薬
局などに配布しています。薬の特徴や、
実際に使ってみてどうだったか、どんな
副作用が起きたか、供給が止まったとき
にどう対処したかなど、医療現場ならで
はの情報を載せた内容で、好評です。読
んでいるよ、という声を聞くと、うれし
くなります。
 診療所との連携
　新人の薬剤師は、初年度研修の一環と
して、１年目は必ず法人内の診療所で研
修を行います。患者さんから声をかけて
もらって励まされながら地域とのつなが
りを深め、その後、協同病院に戻ります。
　こうした人材の交流によって地域との
連携が強まり、一体感が生まれています。

森口 秀美　薬剤師　薬剤科　副主任

薬の専門家として地域に貢献
診療所や保険薬局との交流も密に

薬の適切な使用や管理は、医療に不可欠です。
がん治療や吸入など専門性の高い薬剤師は、地域でも頼れる存在です。

薬剤科

54 特集　医療技術職と地域② 特集　医療技術職と地域②



小野 秀敏　臨床工学技士　環境管理課　課長桐生 宣侑　臨床工学技士　ME科

安全で気持ちのいい環境をつくる
非常時の電力や水も確保

治療に不可欠な医療機器の専門家
救急から在宅まで

電気や水などのエネルギーをはじめ、
病院内の備品や設備も安全かつ細やかに。

どんな仕事？

 知識と技術で、病院の機能を支える
　電気設備、蒸気、湯水などのエネルギー
を供給する設備の管理、緑地帯などの環
境整備が主な仕事です。常勤２名とパー
ト１名がおり、送迎バスの運行や病院内
の警備、清掃も委託業者と契約して行っ
ています。医療廃棄物が適切に捨てられ
ているかどうかも定期的に確認していま
す。エネルギーがなければ医療を提供す
ることはできません。地味ですが重要な
役割を担っています。
　ナースコールの修理、棚やホワイト
ボードの設置など、細かな要望にも応え
ます。棚ひとつとっても、感染防止に配
慮して、一般の木材ではなく除菌しやす
い素材にするなど、常に医療者側の立場
で考えています。

やりがいは？

 医療と工学の知識を生かす
　私はもともとME（臨床工学技士）で、環
境管理の重要性を感じたことから自ら希
望し、現在の仕事に就きました。電気設備
やボイラーなどの工学知識と、医療の知識
を併せ持つ専門家が必要ですが、まだまだ
少ないのが現状。そのため、ホスピタルエ
ンジニアという資格も取得し、両面の知識
を生かして仕事に取り組んでいます。
　誰でも、気持ちよく、働きやすく、安全
できれいなところで治療を受けたり、働い
たりしたいものです。その願いを叶えられ
るよう、環境づくりに取り組んでいます。

地域とのかかわり

 送迎バスの運行
　東浦和駅、東川口駅、診療所などを結ぶ

どんな仕事？

 数百台もの機器を扱う　
　MEとは、メディカル・エンジニアリ
ング（医療工学）またはメディカル・エン
ジニア（臨床工学技士）の略です。埼玉協
同病院では、医療機器の専門技術職であ
る臨床工学技士が11名おり、病院の内
外で活躍しています。
　病院の中には、人工呼吸器や人工透析
機器など、数百台ものさまざまな医療機
器があります。それらを購入するときの
選定から操作、点検、使い方の指導、現
場でのサポート、故障時の緊急対応まで、
幅広く手がけます。
　手術室の機器の整備、救急の患者さん
の人工呼吸器や電気ショックの設定など
も行います。患者さんに合わせて心臓
ペースメーカを細かく設定したり、自宅

で酸素吸入療法を行う患者さんのために
機器を選び、使い方を説明したりするの
も重要な仕事です。

やりがいは？

 機器の先にいる患者さんを救う
　医療機器は、思わぬ壊れ方をしたり、見
たことのないエラーが出たりすることが
あります。治療に支障をきたさないよう、
すばやく判断し、応急処置や修理をしな
ければなりません。経験と知識を蓄積し、
医療機器の先にいる患者さんをいかに救
うかを常に考えながら仕事をしています。

地域とのかかわり

 在宅医療の機器を扱う
　在宅医療を行う患者さんに、人工呼吸
器や酸素などの機器を自宅に持ち帰って
使ってもらうために、使い方や目的を

無料送迎バスや、車イスの患者さんの送迎
を行っています。地域の方からの要望を受
けてバスの路線を見直したり、便を増やし
たりしています。
 地域の災害拠点病院として
　災害拠点病院の指定を目指し、環境づく
りをしています。非常電源や水の確保、備
蓄体制といった環境管理によって、非常時
に医療が提供できるかどうかが左右され
ます。指定を待たずに、地域の連合町会さ
んと一緒に防災訓練に取り組んでいます。
法人内外の病院や診療所と協力して防災
訓練を行うなど、連携を深めていこうと考
えています。

しっかり説明しています。心臓ペース
メーカを入れた方も、定期的に外来で
MEが動作チェックをしています。
 他院所の機器の点検
　法人内で、MEがいるのは埼玉協同病院
だけなので、法人内の病院や事業所に年
２回出向き、医療機器の点検をしていま
す。トラブルが起きたときに対処したり、
機器の購入相談を受けたりすることもあ
ります。
 一次救命処置（BLS）講習
　班会や健康まつりに出向き、心肺蘇生法
（心臓マッサージや人工呼吸）とAED（自
動体外式除細動器）の使い方を講習してい
ます。このほか、中高生の職業体験も受け
入れ、MEの仕事の紹介をしています。

環境管理課ME科

人工呼吸器や心臓ペースメーカなどの使い方から急なト
ラブルまで、病院の内外で機器の安全を守っています。
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    専門医
シリーズ19 栗原 唯生

医師
外科　副部長

頼ってくださる
患者さんの気持ちに
実力で応えたい

おなかの深い位置にある肝臓、胆道、膵臓は、がん
の外科治療の中でも難易度の高い分野です。埼玉
協同病院では、そうした難しい手術も可能です。担
当する栗原医師は、患者さんの力になりたい一心で
専門医となり、技術や知識を磨き続けています。

プロフィール▶日本外科学会外科専門医、日本がん治療認定医機構
がん治療認定医、日本消化器内視鏡学会消化器内視鏡専門医、日本
肝臓学会専門医、日本消化器外科学会専門医、消化器がん外科治療
認定医、肝胆膵外科学会評議員、ICD（Infection Control Doctor）
2005年東北大学医学部卒業、同年埼玉協同病院勤務、2012-13年
静岡県立静岡がんセンター肝胆膵外科研修、2014年より埼玉協同
病院勤務

スポーツドクターをめざした
野球少年

「中学時代から打ち込んできた大好
きな野球と関わり続けるために、ス
ポーツドクターになろうと考えたのが
医師になったきっかけです」
こう話す栗原医師は、見るからに

若々しいスポーツマン。まっすぐで誠
実な人柄と、内に秘めた情熱が全身か
ら伝わってくるようなドクターです。
「いまは運動する時間がありません
が、長時間の手術をするには体力がい
るので、筋トレだけは続けています。
腕立て伏せ、腹筋、スクワット。休日
に、子どもたちを公園で遊ばせながら
筋トレをすることもあるんですよ」
医学部に進学したのは、看護師をし

ていた母親の影響もあったそうです。
埼玉民医連・医療生協さいたまの奨学
生として学生時代を過ごし、大学卒業
後は、埼玉協同病院で研修医として働
きはじめました。その頃には、スポー
ツドクターではなく、小児科に興味が
あったそうです。
「最終的に外科医の道を選んだのは、
先輩の浅沼晃三医師（現・外科技術部
長）からの強い勧めがあったからです。
以来、経験を積みながら技術を磨き、
大腸がんや胃がんの手術を担当するよ
うになりました」

手術した患者さんを
どうしても良くしたいから

外科には、他の診療科にはない特徴
があると栗原医師は言います。

「治療のための手術とはいえ、外科
医は、患者さんの体にメスを入れて、
直接傷つけます。自分の手で患者さん
の状態をいったん悪くしてしまうの
で、責任がありますよね。だから、ど
うしても良くしたい。そのために何が
できるか、常に考えています」
胃がんや大腸がんは、比較的、手術
の型（術式）が決まっていますが、難し
いのが、肝臓に転移した進行がんの患
者さんです。
「肝臓の手術には、いくつもの術式
があり、患者さんの状態もさまざまで
す。幅広い知識や経験をもつ外科医で
なければ、手術ができるか、どの術式
がいいかといった判断が困難です。駆
け出しの頃の私は、知識も技術も不足
しており、受け持った患者さんがそう

した状態になったとき、わからないこ
とがたくさんありました。それでも患
者さんは私を頼ってくれます。その気
持ちに実力で応えられないことがもど
かしく、腹立たしくてなりませんでし
た。だから、わからないことを勉強し
ようと思い、肝臓、胆道、膵臓を専門
にすることにしたのです」

２年間の専門研修で
肝・胆・膵の力をつける

肝臓、胆道（胆嚢・胆管・十二指腸
乳頭）、膵臓は、消化や吸収、解毒な
ど、生命を維持するために欠かせない
重要な役割をもつ臓器です。この領域
を総称して、肝胆膵と呼びます。肝胆
膵のがんを診断し、手術をするには、
高度な知識と技術が必要となります。
栗原医師は、2012年から２年間、
国内留学のような形で、専門病院で経
験を積みました。研修先は、肝胆膵外
科で有名な静岡県立静岡がんセンター
です。
「厳しい毎日でした。肝胆膵は、ま
る１日がかりの長い手術が多いので、
朝から夜まで手術室にいる日もありま
した。全国から集まった研修医と切磋

琢磨しながら、一つでも多く経験を積
もうと必死でした。そこで得たもの
は、ありすぎて言いきれないです。あ
の研修があったからこそ今の自分があ
ると断言できます」
2014年に埼玉協同病院に戻ってか
らは、先輩や同僚、他の診療科の医師
と連携しながら、肝胆膵の手術に取り
組みました。
「医療の高度化・細分化が進んだ今
の時代、１人の外科医が何の手術でも
やるのではなく、総合力が必要です。
患者さんの状態に合わせて、どこまで
自分達で行うか、都度、判断が求めら
れるのです。現在では、消化器外科に
関する手術なら、食道以外、だいたい
のことはできる体制を整えることがで
きています」

患者さんの命を第一に
困難な手術に挑戦していく

栗原医師が心がけているのは、手術
の可能性を追求することと、チャレン
ジを続けることです。
「私たちの仕事には、患者さんの命
がかかっています。総合力を上げて、
手術をレベルアップし続けていくため

には、これまで経験したことのないこ
とにも挑戦していかなければなりませ
ん。それを、いかに安全に、患者さん
の命を第一に行っていくか。強い心を
もち、それを支える知識と技術を高め
続けていくことが、外科医として自分
にできることだと考えています」
肝胆膵外科は難しい分野で、医師と

しても、精神的、肉体的に苦しいことが
多いといいます。
想定したような結果が出ずしんどく

なることもありますが、これまで自分
が経験してきたことのすべてを出し
切って手術をし、それによって患者さ
んを助けることができたとき、本当に
よかったと思います。これからも力を
つけて、できるだけ患者さんの望む治
療、患者さんが納得できる治療をした
い。患者さんからいただく『ありがと
う』という言葉に支えられています」
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といっしょにたまねぎベービー 赤ちゃん返りと上手に付き合うための10 ヶ条

赤ちゃん返り
　赤ちゃん返りは環境の
変化などで、それまででき

ていたことができなくなった
りする行動です。特に下の子が生まれ

た時にみられる上の子の赤ちゃん返りは悩みの
種ではないでしょうか。下の子にも手がかかるママにとっては本当
に大変なことですが、“もっと自分を見てほしい”“かまってほしい”
そんな気持ちがワガママに表れ、大人に手をかけさせる、今の自分
に必要なことを求める大切な行動だと言われています。子どもの成
長は自立と甘えの繰り返し、赤ちゃん返りは前に戻ってしまったの
ではなく、一歩成長する過程です。いつか大変だった日々を笑って
話せる日が必ず来ますので、三歩進んで二歩下がる、子育てはそれ
でいいと自信を持って向き合ってみませんか。

①   急にお兄ちゃんお姉ちゃんにはなれないよ、大きくなっ
たのは気のせい！

② 怒らずに、ゆっくり向き合って話を聞いてあげよう！
③ できていたことはまた必ずできるから、あせらずに！
④ やってほしい欲求にできるだけ応えてあげよう！
⑤ ギュッと抱きしめて、スキンシップは大切に！
⑥ 『がんばっているね』と認めてあげよう！
⑦ 上の子と二人だけの時間をつくってあげよう！
⑧   手伝ってくれたことには『助かるよ、ありがとう』と感謝
の気持ちを！

⑨ 自分の時間、ストレス発散の機会も大切に！
⑩ 自分も誰かに甘えよう！

前に進む一歩も、後ろに下がる一歩も

誰かに寄りかかって歩みを止めることも大切に！

リニューアルと
在宅療養支援病院建設の今

埼玉協同病院

6月総代会承認後、9
月28日に68名の参加
で建設委員会総会を開催
しました。
10月26日には4つの会社による設計施工業者選考プレ
ゼンテーションを行いました。1日かけて20名の選考委
員（組合員11名、職員９名）が一生懸命に業者の説明を聞
き、質問し、それぞれの案の評価を行いました。

粂田 真央　
事務　経営企画室　課長第39回

通常総代会

第1回
建設委員会総会

お元気ですか訪問＆何でも相談会を
今年も開催しました！

この取り組みは地域交流をする中
で、地域包括支援センターや民生委員、
町会・老人会からの声を元に企画さ
れ、川口市神戸にある見沼町会、老人
会との共催で昨年度から実施していま
す。今年は、買い物に行く手段が無い
方々への『買い物支援バス』を実施す
る事がきまり、その宣伝をしながらの
個別訪問と、何でも相談・健康チェッ
クに来てもらえるようバザーも企画、
実施しました。当日は組合員・町会役

員、病院職員も含め述べ101名の参
加で行われました。何でも相談では、
不安なお気持ち等をゆっくりお聞きし
たり、介護についての相談もありまし
た。個別訪問では、222件のお宅へ
対面訪問をしました。誰に相談してい
いのか分からなかったと１人で抱えた
ままの人がいた、自宅内を片付ける事
が困難な状況の方もみられた等、様々
な状況に置かれている地域の方々の生
活実態を知るきっかけを得ました。ま

た、医療生協職員として地域に貢献で
きるように頑張りたいという気持ちに
なれました。この訪問で得られた事、
地域の実情等、個人では解決しきれな
い課題に対して、行政に発信し改善し
ていくことができるように、この取り
組みを継続していきたいと思います。

水本 留美子　社会福祉士　医療社会事業課　主任

市営、県営神戸住宅の聞きとり調査
から21％の人が買い物が困難という
結果を踏まえ10月から、近くのスー
パーまで買い物支援バスの運行を開始
しました。１回に７～８人利用されて
います。約4割が一人暮らしの方で、
市営住宅からスーパーまでは片道約

1kmほどあり、公共バスを利用する
と半日ほどかかってしまうこともあ
り、自転車で橋をこえるのが大変だっ
たが非常に助かりますとの感謝を頂い
ています。今後も第２、４木曜日に運
行します。

老人保健施設みぬまが送迎バスを使って
「買い物支援バス」の運行スタート !

小林 美沙　社会福祉士　老人保健施設みぬま
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